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2017 年より、日本東方医学会の分科会の一つとして、DAPA（医鍼薬地域連携研究会）が創設さ

れた。この分科会は、当時の会長であった上馬場和夫医師らの発案により、本学会創設者である間

中喜雄医師や谷美智士医師が、自院内で行っていたような、医師と鍼灸師による、東方医学を基本

とした患者のための密な連携を、地域レベルで行っていくべきではないか、という理念のもと創設

され、2020 年のコロナ禍以降は月に 1 回、年に 10 回のオンラインでの症例検討会となり、鍼灸師

が症例を持ち寄り、医師も交えて継続し、2023 年度より、筆者が代表を拝命している。（2026 年 5

月現在、77 症例が集積されている。） 

 

鍼灸師は、本邦で 6 世紀頃より存在し、江戸期には鍼医として一定の社会的地位を得ていた。2026

年現在では、30 年以上続く医療系国家資格であるにもかかわらず、卒前や卒後の厳格な研修制度、

免許の更新制度、医師や多職種との連携のノウハウを学ぶ機会もなく、病院内での勤務鍼灸師はと

もかく、市中の鍼灸院は地域医療の中で孤立しやすい現状にある。 

 

筆者自身も、伝統鍼灸の技術や理論を学ぶ過程において、「誰から学ぶか」「学んだことをどう検

証するか」「異なる立場の専門職にどう説明するか」という課題に繰り返し直面してきた。臨床経験

を重ねるほど、一人で学ぶことの限界、多職種との対話の重要性を痛感するようになった。 

 

筆者は、この現状を少しでも改善すべく、日々の診療を行う傍ら、鍼灸師養成校で約 15 年非常勤

講師を務め、自院を鍼灸師養成校二校の外部臨床研修施設として登録し、近年では DAPA での活動

を通じて、東京、栃木、沖縄などで、地域の鍼灸師会にも協力を仰ぎつつ、医鍼連携を推進する活動

を行っている。 

 

本シンポジウムでは、伝統医療を学び伝えることの難しさと可能性、そして医鍼連携が鍼灸師教

育などにもたらす意義について、管見を述べてみたい。 

 


